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解       説

○宗教音業の大家ゲォルク フリードリツヒ ヘンデル (GeoB Frieむich IImdel 168トー17")itバ ッ′ヽせ

tt饉かに四週間前の一六八五年二月二十二日に同じく獨逸のチューリングンに於t生れ,:。

かの有名なる′ヽレノレャの大合,昌 が共オフトリオ「 メンアス(救世土)」 中のものである事は云ふまでもない。

Oユダス マツカベウス tt彼の数多さオラトリカの内、その最も光輝あるものであつて「 メジアス」「ェァプト

に於けるイスラエル」「サウル」等せ共11彼 の傑作せιて業界11珍
=せ

られて居る。

○古代ユグヤ国民の愛園的情操、勇氣ご戦場へこの憧憬、戦勝ご李和恢復後lt於ける歎び、加ふらに此等を一

貫する本曲特有の力:量さ男性的国民精神、これ等lミ すべて彼濁特の彩筆霊腕によつて選憾なく詳細|:描 出せ

られて居る。

○歌詞itト ーマス●モンルの作である。ヘンガルのオラトリオの大学tt何にも彼れの作詩によつく作られてゐ
る。                                                        

、
〇本曲tl―七四六年中僅 数々週間の期間内に於て他のオフトリオー曲せ同時|=作出せられたのであるぜ云ふ。

彼ttこ の画作品を勢へて後に彼の第二の郷國たるべき英国の槃壇に向て進出した。

○本曲{1-七 四七年四月一日、凱旋落軍ウイリアム公の歎迎の外に初演せられて絶大の好評を博ι、爾来英国

業壇に於ける人気的作品ttく喧簿せらるろにいたつた。

◎本曲11後に「メシアス」11尋で遂lt獨乙國内にも輸入せら
1る

るこttな り、自由戦争後音楽祭の復活以後11

殆んざ恒久的に祭典用オラトリオごして探定せらるるにいたつた。本邦に於て{i昭 和四年十一月二十八日、

. 東京音奨學絞創立五十周年記念式共に際ι同校管絃合唱国によつて初演せられた。

○オラトリオに1ミ 紳事劇、昴中劇歌、所申諏曲等共他いろいるの議語がある。構造tt歌劇
=同

一なるも所作(動作)

を用ひず、聖書中の詞を用ひて■叙事的であるのである。ヘンガルltそ のオラトリオをパッハの如 く厳格に

寺院専用のもの!し て限定せす、通俗的にも農 く演奏會用のものごして其構造をも改めιむるにいたつた。

◎本山の略筋

ユダス マツヵベウス 1ミ ュダヤ民族中の一英雄の名である。紀元前百六十年の頃シリアエアンティォクス

猛威を振ひ、ユダヤ民族を虐ぎ横暴墨制到らぎるものがなかつた。共時恰もユダr民族の統卒者たるマタティ

アス11死 ι、爵 |ニ ユダヤ民族11支 離滅な なり、滅亡の日も今や全く近からんeFら 1:ぃ たった。力是、ユ

ダヤの高曾等11相 集りて「紳の御告によつて彼等の新ιさ統卒者を選定せんこぜ」を識定する。帥、合唱の

其― (原本の第七番合,昌 )tl人民が紳tt向 つてこの旨の所願をなイ件である。

耐ttそ の切なる所願|こ 愛ててマ′ディアスの子ユダス マツヵベゥス を統卒者ことて定め給ム。合唱の共
二 (原曲の第十番合唱)(1人民等が攪んで此紳命に従ttん 事を替約するtこ ろである。斯くの如.く lt tて エ

グヤ国民{1こ の新ιさ勇士ユグス マツカベウス の統卒の下に敵軍を破倅して國運の挽同に成功する。合唱
の其=(原

本の第五十六番合唱){凱旋府軍ュダス マツヵベゥス の入市を迎ふる歓迎の歌であり、また共

凱旋行進曲であるのである。本合唱曲11今や殆んぎ民謡的1:且世界的に有名なのであるが、之it元来^ンォ

ルが此オラト`,オ の翁11作 曲したので{1な く「ヨシユア」中のものを2に 探澤こたのであるせ云ふ。

囚に。本物語tt元 来菌約聖書中のものであるが、一般の教會に於て{縮徒|こ 之を讃ましむるこtを禁

するが数に普通の聖書中にti此件が省略せられてある。
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